
什∪事務総局長の任を終えて

御船介いただきました内海でございます｡匡】際確気迫fSf連

令 (TTU)の叫務患局長を8年rlU大過なく過ごさせていただ

きました｡この機をお借りしまして.皆様方の御支横に感謝

申し上げます｡8年rEけいろいろなことがありましたけれども､

本Elは､よそではあまりお話することのない.菅しかったこ

とについてお証させていただきたいと思います｡

一緒に仕事をする幸びが理解されない
日本では､何をやるにしても,仲間がいます｡私が役所に

いたときは､ これをやろうと言うと､スタyフがサーノと準

備をし､そしてみんなで分担して永田町を走り回る,あるい

は他省へ交渉に行くというように.仲間として一緒にイL即を

してきました｡話をするにしても､一言か二宮いえば十分忠

は通じる､そういう世界でした｡また､結果に対してそれな

りに評価をしてくれる｡上司や周囲の人たちも､仕!liの仕方

を見ていてくれます｡樹四の人たちが見ていてくれると,非

常にやりがいというか､tL:叫をする上での似動力にもなって

いたと思います｡

ところが､ジュネ-プのrTUで仙郷をする秘合､懇切丁寧

に鋭明しでもj由じません｡それは首薬が過じないのではなく

て､価値観が通じないのです.tr本では,どなたでも同じだ

と駁うのですが.自分個人の利益だとか ｢私｣とかいうこと

は実際にはあったとしても､表には山きずに｢公｣､組織の利
益､国の利益ということで発想し行動されているのではない

でLjうか｡ところが,rlUでは.IrUのためを取ってやって

いるのだということを慈しでも,相手はそうは考えないので

すO全部､あいつは自分の利益のためにこんなことを言って

いると解釈して､逆にとってしまうのです｡

2tX略年10月に出版しました私の老婆 ｢~勝つ-ための国際

交渉術教えます1｣のIPにも番きましたが､インドでは､非常

に過献な環Jjiの中で動作する′ト客先交換横を作っています｡

技術的に見れば大したことはないのですが､ホコリがあって

も泊弧のところでも動作するということで､アフリカなどに

縦横売れていますOそれを一生懸命作って克っているという

姿を見て.私は大変感赦しました.ジュネーブに頼ってきて

うつみSLお
内海善雄

rTUの我11に､｢インドではみんなが非常に劣悪な環境の中

で,一生懸命こういう商品を作って宛っている｣というメー

ルをLuLましたo職flとのコミュニケ-ションを図ろうとい

うことで.数年臥 晦週メ-ルを出していたのです.その中

の-コマとしてそういうメールを出したのですが､収nから

の反応がすごく悪いのですOどうしでかと留って､接で話を

uilきますと､あのメールは､｢内海は､n､Uの我臼が全然働か
ないと育っているのだ｡だから.インドとrTilじように助けと

いう意図でメールを出したのだ｣というわけですo｢内海はあ

んなメールを出してけしからん｣と.取口たちは言うのです｡

私はそういう意図ではなくで,インドではこんな良いことを

やっているよ､こんな郡例をみんなに知らせたらいいなと思

って､純粋な気持ちで怨いたメールが.そういうふうにとら

れてしまいましたO

例を挙げたら切りがないのですが､そういうことが拭いた

ので､メールを出すことは一利もなく百alありとやめてしま

いましたOそして数年後には､磯Liとは析穣的に接I!lを持た

ない方がうまくいくと感じるまでになりましたCそんなわけ

で､何でも一人で仕串をする､仲間がいない.やってくれる

人がいない､フィードバックがないという､こういう世非で

した｡それが一番辛かったことです｡人間というのは､州和

と一紙に仕叫をする彰びを､そうではないところへ行かない

とわからないのではないか､と取います0

8本の良さを痛感

サウジアラビアへ行きましたら､一生懸命木を植えている｡

サウジアラビアは､御凍知のi曲りクウェートと並んで､一人

当たりの国民所得が世界一のお金持ちの国ですが､必要な水

をやるために､木1本当たり年Llり何十万円というお金がかか

ります｡外交官たちが住んでいる地区には､そうして植えら

れた木がたくさんあるので､サウジアラビアの人たちは､外

交官が住んでいる家の前へピクニックに行きます｡そして､

木の下で食三拝をするということが行われていますoピタニソ

クに来ている人は銘構なお金持ちなのですが.自J/)のところ

には木がない｡それに引き番え,日本はとこへ行つても木が

ある.しかも.工科というのは木を切って平らにするのが日
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本の社会です｡

巾し上げたいことは､違う世界にいるとわかるEl本のとて

も良い点を､口本にいると感じないまま見過ごしてしまうと

いうことです08年糾､適う世界からEr本を見ていて､外国

にも良いところは多々ありますが.やはりEI本は本当に良い

国だと感じました
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ジュネーブにいたときは､大半の仕琳 まフランス語でした

から､何か通じたような､通じなかったような感じがありま

したが､日本に梯ったらすべてEl本譜で､楽な生活ができる

と潜っていました｡

帰国して､すぐにいろいろな手続きをしましたL,まず区役

所へ行って.転入届を出して住民群をもらって.その住民票

を持って,揚々と那 花新の加入に行きました｡そうしたら､

免許評を持っているかと貰うわけです｡住民訳には写真がな

いからと言うのです｡免許証をHlLたら､今度は免許書証の任

所とIE民訳の任所とが適うと言うのです｡今､区役所へ行

って,この件民,,frglをもらってきた､目付けは今日でしょうと

言うのですが､携帯箱詰会社は駄目だと言うのです｡では､

パスポートを持っているかと言うから､はいありますよと､パ

スポートを見せると､/tスポートの住所が免許証の住所と追

っているから､駄Erだと言うのです.もう大げんかでした｡

大げんかをした後､とうとう担当の若い女佃はどこか＼屯拓

をかけて､｢こんなこと,E]っているお客さんがいるのですけど

｣とQ絵札 何とがt;話に加入させてもらうことになった

のですが.8年間のFJr対に L]本もち上っと住みにくくなったの

かな (笑)と､感じもしました0

本口は､御静聴課にありがとうございました｡

也(泊7年2月23日?,3541g･llTUクラブ講演より)
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